
の
意
義
と
果
た
し
て
き
た
役
目
を
考
え
た
時
に
こ

の
施
設
の
永
続
的
使
用
へ
の
希
望
は
尽
き
ま
せ
ん
。

諸
事
情
で
使
用
に
耐
え
な
い
理
由
が
あ
る
の
で
あ

れ
ば
、
代
替
施
設
の
手
配
な
ど
の
措
置
を
検
討
し

な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。
野
外
教
育
に
対
す
る
教

育
委
員
会
の
考
え
方
と
市
の
協
力
体
制
に
つ
い
て

伺
い
ま
す
。
ま
た
、「
富
士
ふ
れ
あ
い
の
森
」
の

代
替
施
設
に
つ
い
て
の
見
解
を
伺
い
ま
す
。

　
　（市
長
）‥

市
と
し
て
教
育
委
員
会
と
互
い

に
協
力
し
、
野
外
教
育
活
動
の
更
な
る
充
実
を

図
っ
て
い
き
ま
す
。
代
替
施
設
を
使
用
す
る
こ
と

に
な
っ
た
場
合
、
保
護
者
負
担
の
軽
減
を
す
る
と

と
も
に
代
替
施
設
で
活
動
が
ス
ム
ー
ズ
に
行
わ
れ

る
よ
う
、
予
算
な
ど
の
面
で
も
手
当
て
し
て
い
き

ま
す
。　

　
（
教
育
担
当
理
事
）‥

野
外
教
育
活
動
の
必

要
性
に
つ
い
て
は
、
大
変
有
意
義
で
「
ひ
び
き
あ

う
教
育
」
の
実
現
の
た
め
に
も
重
要
で
あ
り
ま
す
。

来
年
度
の
野
外
教
育
活
動
に
支
障
を
き
た
さ
な
い

こ
と
を
基
本
に
教
育
活
動
の
場
を
学
校
と
共
に
確

保
し
て
い
き
ま
す
。

えびな市議会だより　平成25年11月1日 4

第169号第169号

えびな市議会だより　平成25年11月1日5

第169号第169号

市
民・

ネ
ッ
ト
の
会

市
民・

ネ
ッ
ト
の
会

反
対

日
本
共
産
党

日
本
共
産
党

反
対

詳しい内容は
会議録で

　９月定例会の会議録
を作成中です。次回定
例会開催までには市役
所１階の情報公開コー
ナーや中央図書館で閲
覧可能となりますので、
ご利用ください。市の
ホームページでも見る
ことができます。

議
員
研
修
会
を
開
催

有意義な野外教育活動ができる
代替え施設を

再整備されるわかば会館

防災機能が強化された
東柏ケ谷近隣公園
（仮設トイレ）

都市間交流に一役買っているキャラクターたち

一
般
質
問
の
概
要

一
般
質
問
の
概
要

都
市
間
交
流
の

進
展
は

一
般
質
問
の
概
要

一
般
質
問
の
概
要

市
政
に
関
す
る

　
　市
で
は
平
成
３
年
に
宮
城
県
白
石
市
と
友
好

都
市
と
し
て
交
流
を
始
め
、
平
成
６
年
に
姉
妹
都

市
の
締
結
を
し
て
い
ま
す
。
登
別
市
と
は
消
防
自

動
車
を
寄
贈
し
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
平
成
22
年

４
月
に
海
老
名
市
、
白
石
市
、
登
別
市
の
三
市
に

よ
る
災
害
援
助
協
定
を
締
結
し
、
交
流
が
始
ま
り

ま
し
た
。
翌
平
成
23
年
４
月
に
ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル

交
流
宣
言
を
行
い
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
市
民
を

交
え
積
極
的
な
交
流
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
交
流

を
深
め
る
こ
と
は
今
後
も
必
要
だ
と
思
い
ま
す
が
、

今
ま
で
の
取
り
組
み
の
評
価
と
今
後
に
つ
い
て
伺

い
ま
す
。
ま
た
、
茨
城
県
桜
川
市
、
那
珂
市
と
災

害
協
定
を
締
結
し
、
さ
ら
に
今
後
西
日
本
の
地
区

と
の
協
定
を
検
討
中
と
の
こ
と
で
す
が
、
災
害
協

定
を
締
結
し
た
市
と
今
後
姉
妹
都
市
を
締
結
し
て

い
く
の
か
伺
い
ま
す
。

　
　（市
長
）‥

ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル
交
流
宣
言
は
、

三
市
が
姉
妹
都
市
宣
言
よ
り
も
固
い
絆
で
結
ば
れ

て
い
る
認
識
で
い
ま
す
。
交
流
事
業
も
年
々
活
発

に
な
り
、
更
な
る
交
流
を
望
む
声
も
あ
り
ま
す
。

平
成
26
年
は
、
白
石
市
と
の
姉
妹
都
市
締
結
20
周

年
を
迎
え
る
年
で
あ
り
、
記
念
し
て
何
が
で
き
る

か
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。
災
害
協
定
を
締
結
し

問答

志
政
会

　市
川
　敏
彦

て
い
る
都
市
と
の
姉
妹
都
市
締
結
に
つ
い
て
は
、

交
流
が
深
ま
り
機
運
が
高
ま
っ
た
際
検
討
し
ま
す
。

野
外
教
育
に
対
す
る

市
の
考
え
は

　
　義
務
教
育
の
期
間
に
お
け
る
野
外
教
育
の
重

要
性
か
ら
「
富
士
ふ
れ
あ
い
の
森
」
の
果
た
す
役

割
と
教
育
効
果
に
つ
い
て
訴
え
て
き
ま
し
た
。
平

成
26
年
９
月
に
土
地
の
賃
貸
借
契
約
の
満
了
を

も
っ
て
使
用
を
打
ち
切
る
と
の
こ
と
で
す
が
、
そ

問

志
政
会

　森
下
　賢
人

障
が
い
者
施
設
の

整
備
計
画
は

　
　障
が
い
と
言
っ
て
も
、
障
が
い
の
内
容
や
そ

の
重
さ
の
違
い
に
よ
っ
て
ど
ん
な
障
が
い
福
祉

サ
ー
ビ
ス
が
あ
る
と
生
活
が
便
利
と
な
る
か
は
、

千
差
万
別
で
す
が
、
障
が
い
者
施
設
に
関
わ
る

サ
ー
ビ
ス
の
充
実
は
、
多
く
の
障
が
い
者
や
そ
の

家
族
が
望
ん
で
い
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
市
の

第
四
次
総
合
計
画
で
は
、「
健
康
で
自
立
す
る

フ
ィ
ー
ル
ド
の
基
本
目
標
の
中
に
誰
も
が
い
き
い

き
と
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
」
と
あ
り
、
障
が
い

福
祉
の
拠
点
で
あ
る
わ
か
ば
会
館
や
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
セ
ン
タ
ー
の
建
て
替
え
な
ど
が
掲
載
さ
れ
て
い

ま
す
。
今
ま
で
障
が
い
者
自
立
支
援
の
た
め
施
設

整
備
を
ど
の
よ
う
に
進
め
て
き
た
の
か
、
ま
た
今

後
の
施
設
整
備
計
画
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　
　（市
長
）‥

市
で
は
障
が
い
者
が
住
み
な
れ

た
地
域
で
安
心
し
て
自
立
し
た
生
活
を
送
る
た
め

さ
ま
ざ
ま
な
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。
平
成
20
年

度
に
は
「
障
が
い
福
祉
施
設
の
再
整
備
計
画
」
を

策
定
し
、
市
内
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
の
適
正

配
置
を
進
め
、
順
次
施
設
整
備
を
行
っ
て
お
り
ま

す
。
今
後
、
障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
の
増

加
や
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
た
め
、
施
設
の

機
能
拡
充
な
ど
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

平
成
26
年
度
に
「
わ
か
ば
会
館
」、
平
成
28
年
度

に
は
「
あ
き
ば
」
の
整
備
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

問

答

答

答

志
政
会

　藤
澤
　菊
枝

　９月18日、19日
に議員20名が市の
考えをただしました。
主な質問、答弁の要
旨を紹介します。

・
農
業
後
継
者
の

　婚
活
に
つ
い
て

そ
の
他
の
質
問

・
南
部
地
域
の
幹
線
道
路
整
備
計
画
に
つ
い
て

そ
の
他
の
質
問

そ
の
他

の
質
問

・
消
防
協
力
員
制
度
に
つ
い
て

・
広
域
行
政
に
つ
い
て

　下
水
道
事
業
、
介
護
保
険
事
業
、
後
期
高
齢
者

医
療
事
業
特
別
会
計
決
算
に
は
賛
成
し
ま
す
が
、

一
般
会
計
決
算
と
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計

決
算
に
つ
い
て
反
対
し
ま
す
。

　▽
経
常
収
支
比
率
は
年
々
上
昇
し
、
財
政
の
硬

直
化
が
進
み
、
23
年
度
か
ら
地
方
交
付
税
交
付
団

体
に
、
24
年
度
に
は
臨
時
財
政
対
策
債
の
発
行
な

ど
厳
し
い
財
政
状
況
で
す
。
大
型
事
業
の
展
開
に

よ
る
、
将
来
世
代
へ
の
負
担
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

▽
東
西
一
体
の
ま
ち
づ
く
り
の
接
点
で
あ
る
海
老

名
駅
自
由
通
路
に
、
設
置
と
維
持
に
多
額
な
費
用

を
要
す
る
動
く
歩
道
を
設
置
す
る
こ
と
、
類
似
し

た
施
設
の
大
型
化
に
す
ぎ
な
い
市
民
活
動
支
援
施

設
の
建
設
事
業
な
ど
に
は
市
民
合
意
が
な
さ
れ
て

い
ま
せ
ん
。
保
護
者
の
理
解
が
得
ら
れ
ず
に
、
白

紙
撤
回
と
な
っ
た
門
沢
橋
保
育
園
の
建
て
替
え
事

業
は
待
機
児
童
対
策
と
し
て
、
食
の
創
造
館
事
業

は
ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
や
保
護
者
が
望
む
中
学
校
給

食
を
実
施
す
べ
き
で
す
。▽
少
子
高
齢
社
会
が
進

行
す
る
中
、
多
様
な
働
き
方
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
子

育
て
支
援
事
業
、
地
域
で
高
齢
者
や
障
が
い
者
を

支
え
る
包
括
支
援
サ
ー
ビ
ス
を
市
民
と
共
に
構
築

し
て
い
く
こ
と
を
優
先
す
べ
き
で
す
。

　下
水
道
事
業
特
別
会
計
決
算
に
は
賛
成
し
ま
す

が
、
一
般
会
計
決
算
と
そ
の
他
３
特
別
会
計
決
算

に
は
反
対
し
ま
す
。

　▽
中
学
３
年
生
ま
で
の
所
得
制
限
な
し
で
の
医

療
費
無
料
化
や
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度
の
継

続
、
少
人
数
学
級
・
指
導
の
推
進
や
各
種
支
援
制

度
の
充
実
、
外
注
弁
当
方
式
で
は
あ
り
ま
す
が
、

中
学
校
給
食
の
全
校
実
施
が
引
き
続
き
進
め
ら
れ

た
こ
と
な
ど
へ
の
市
の
取
り
組
み
姿
勢
を
大
い
に

評
価
し
ま
す
。▽
国
民
健
康
保
険
税
、介
護
保
険
料
、

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
が
値
上
げ
さ
れ
ま
し
た
。

国
保
加
入
世
帯
は
保
険
税
を
払
い
た
く
て
も
払
え

ず
滞
納
し
、
必
要
な
医
療
か
ら
排
除
さ
れ
る
危
険

に
直
面
し
て
い
ま
す
。
市
民
生
活
を
守
る
こ
と
は

市
の
大
き
な
責
務
と
考
え
ま
す
。
後
期
高
齢
者
医

療
制
度
は
、
高
齢
者
へ
の
際
限
な
い
負
担
増
加
と

世
代
間
の
分
断
を
も
た
ら
す
仕
組
み
で
あ
り
、
廃

止
す
べ
き
と
考
え
ま
す
。▽
海
老
名
駅
西
口
開
発

事
業
で
は
、
農
業
と
自
然
環
境
お
よ
び
海
老
名
駅

東
口
を
含
め
た
市
内
商
業
へ
の
影
響
、
市
内
道
路

の
渋
滞
な
ど
の
問
題
が
深
刻
化
す
る
恐
れ
が
あ
り

ま
す
。
巨
額
の
公
費
支
出
と
市
債
発
行
を
伴
う
大

型
開
発
は
進
め
る
べ
き
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　７
月
２
日
、
今
年
４
月
に
「
災
害
時
に
お
け
る

相
互
応
援
に
関
す
る
協
定
」
を
結
ん
だ
茨
城
県
桜

川
市
と
那
珂
市
に
視
察
研
修
の
た
め
伺
い
ま
し
た
。

両
市
と
も
東
日
本
大
震
災
の
災
害
時
の
対
応
と
震

度
６
弱
の
地
震
発
生
時
の
様
子
や
水
道
、
電
気
な

ど
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
が
寸
断
さ
れ
た
被
害
状
況
な

ど
の
説
明
を
伺
い
ま
し
た
。

　そ
の
後
、
桜
川
市
で
は
市
内
の
国
の
重
要
伝
統

的
建
造
物
群
保
存
地
区
に
選
定
さ
れ
て
い
る
真
壁

地
区
に
あ
る
登
録
文
化
財
の
建
物
の
被
災
状
況
を

視
察
し
ま
し
た
。
地
震
発
生
か
ら
２
年
経
過
し
た

今
も
修
復
工
事
が
行
わ
れ
て
お
り
ま
し
た
。

　ま
た
、
那
珂
市
で
は
独
立
行
政
法
人
日
本
原
子

力
研
究
開
発
機
構
の
核
融
合
研
究
所
を
視
察
し
ま

し
た
。
こ
こ
は
、
核
融
合
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
研
究
開

発
が
行
わ
れ
、「
地
上
の
太
陽
」
を
実
現
す
る
た
め
、

世
界
最
先
端
の
研
究
開
発
を
進
め
、
世
界
の
中
心

的
研
究
拠
点
と
な
っ
て
い
る
施
設
で
す
。

　今
後
も
両
市
と
情
報
交
換
な
ど
の
交
流
を
深
め

て
い
く
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
災
害
発
生
時

の
様
々
な
課
題
へ
の
対
応
、
復
興
は
、
地
域
住
民

が
納
得
で
き
る
政
策
が
重
要
で
あ
る
こ
と
な
ど
、

今
回
の
視
察
は
大
変
有
意
義
な
中
で
終
了
い
た
し

ま
し
た
。


